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盛岡ＡＩ・ＩｏＴプラットフォーム事業業務委託 

プロポーザル審査要領 

 

（目的） 

第１ この要領は、盛岡ＡＩ・ＩｏＴプラットフォーム事業業務委託の受注候補者決定に当たり、プロ

ポーザルに参加した者（以下 「参加者」という。）の中から受注候補者を決定するために必要な事項

について定めるものとする。 

（選定方法） 

第２ 選定にあたっては、提案内容を一次審査及び二次審査により評価し、受注候補者の選定を行う。 

２ 提案者が４者以下の場合は、一次審査は実施しない。 

３ 提案者が５者以上の場合においては、一次審査を実施し、上位と評価された４者により、二次審査

を行う。 

（資格審査） 

第３ 提案内容が、当該業務委託公募型プロポーザルの募集に当たり定める応募要件を満たしているこ

との資格審査はものづくり推進課が行う。 

（一次審査） 

第４ 一次審査は、次に掲げる者を指名し、企画提案書等の評価を行う。 

 (１) ものづくり推進課長 

 (２) ものづくり推進課課長補佐 

 (３) ものづくり推進課工業振興係員 

（二次審査） 

第５ 二次審査は次に掲げる者を指名し、企画提案書等及び提案者からの事業説明を含むプレゼンテー

ションにより評価を行う。 

 (１) 市長公室都市戦略室 室長又は室員 

 (２) 総務部情報企画課 課長又は課員 

 (３) 商工労働部ものづくり推進課 課長又は課長補佐 

 (４) 商工労働部ものづくり推進課 課長補佐又は工業振興係員 

（審査の基準） 

第６ 審査の項目は次のとおりとする。 

 (１) 業務の目的の理解 

 (２) 創意工夫の提案内容 

 (３) 業務遂行能力 

 (４) 業務執行体制 

 (５) 費用 

（審査の方法） 

第７ 第６に定める審査の項目に基づき「盛岡ＡＩ・ＩｏＴプラットフォーム事業業務委託プロポーザ

ル審査シート（以下「審査シート」という。）」を別紙のとおり定める。 

２ 評価は、参加者から提出された企画提案書及びプレゼンテーションに基づき、個別の審査項目ごと

に評価・評点を行う。 



３ 参加者が１者のみであった場合にも、企画提案書及びプレゼンテーションに基づく審査を実施し、

本事業を実施するにふさわしいか否かを評価する。 

（受注候補者の選定） 

第８ 第７に定める審査の結果、各評価者が評価した評価点数を参加者ごとに合計し、その合計が最も

高い参加者から合計点の高い順に順位を付し、当該順位の合計が最も低い参加者を受注候補者とする。

ただし、参加者の全員について、各評価者が付した評価点の合計が満点の 600分の 300に満たない場

合は、受注候補者無しとする。 

２ 前項の場合において、順位の合計点が最も低い参加者が２者以上あった場合は、審査シートの「業

務の目的の理解」に関する審査項目について、各評価者が付した評価点数の合計点が最も高い参加者

を受注候補者とする。 

３ 前項の場合において、評価点の合計が最も高い参加者が２者以上あった場合は、くじ引きにより受

注候補者を決定する。 

（審査結果の通知） 

第９ 審査結果は各参加者へ書面により通知する。 
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盛岡ＡＩ・ＩｏＴプラットフォーム事業業務委託プロポーザル審査シート 

 

審査員氏名：                

参加者名：                 

審査項目及び点数 

審査項目 審査 

対象 

審査の観点 配点 重要度 得点 

提案内容 業務の目

的の理解 

全般 ･業務の目的や趣旨を理解し、的確な内容の提案

となっているか。 

 

 ／５ 

 

×３ 

 

創意工夫

の提案内

容 

プラットフォ

ーム運営の基

本的な考え方 

･プラットフォーム運営の基本的な考え方は適切

であるか。 

･プラットフォーム運営の創意工夫がなされてい

るか。 

 

 

 

 ／５ 

 

 

 

×３ 

 

プラットフォ

ームで実施す

る各種事業に

ついて 

･プラットフォームにおいて実施する各種事業の

創意工夫がなされているか。 

･情報発信の方法は適切であるか。 

 

 

 

 ／５ 

 

 

 

×３ 

 

セミナー及

び学習交流

会の提案に

ついて 

･セミナー及び学習交流会の提案内容は地域産業

の高度化・高付加価値化を推進する内容となっ

ているか。 

･集客方法は集客が見込まれる方法であるか。 

 

 

 

 ／５ 

 

 

 

×４ 

 

実証実験支援

について 

･企業の取組が効果的となる推進内容となってい

るか。 

･社会実装に向けた推進内容となっているか。 

 

 

 ／５ 

 

 

×４ 

 

マルチモノ盛

岡法人化につ

いて 

･法人化に向けた提案内容は創意工夫がなされて

いるか。 

 

 

／５ 

 

 

×４ 

 

業 務 を 適

正 か つ 誠

実 に 履 行

する能力 

業務遂行

能力 

全般 ･本業務に類する業務実績等から判断して、十分

業務遂行できる能力が認められるか。 

･事業遂行に於ける運営管理が適切であるか。 

 

 ／５ 

 

×４ 

 

業務の執

行体制 

全般 ･業務の執行体制は適切か。 

･作業量は適切か。 

 

 ／５ 

 

×３ 

 

費用 全般 ･費用対効果の観点から適正な見積額 

となっているか。 

 

 ／５ 

 

×２ 

 

合計 
   

／150 

点数の基準 

５・・・特に優れている  ４・・・優れている  ３・・・創意工夫が認められる 

２・・・いくつかの創意工夫が認められる  １・・・仕様を満たしている。 


